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福島県内の男声合唱団９団体が一堂に会し、新た
な男声合唱フェスティバルが開かれます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
◇2013年10月、郡山市の３つの男声合唱団がジョイン
トコンサート「第1回男の合唱まつりin郡山」を開きました。
しかし、その後活動は止まっていました。さらにコロナ禍で
中止が続いていましたが、今年あらためて郡山市のみなら
ず、福島県内に拡大した形で男声合唱フェスティバルの開
催に漕ぎつけました。 
◇この男フェスは、実行委員会(鵜川敬史委員長)形式で
福島県合唱連盟、郡山市音楽連盟、福島民報社、福
島民友新聞社の後援を得て開催されます。 
担当の佐藤文吾氏(男声合唱団｢あさかの｣、郡山男声
合唱団ドンカラック)によれば、メグレズホールは収容人数
330人とさほど広くなく、聴衆は客席の半分ほどしか入れら
れませんが、とにかくやってみてその盛り上がりで来年以降も
定期的に開催したいと意気込んでいます。 
◇演奏時間は1団体15分と比較的長いですが、次回以降
団体数が増えた場合は、時間の短縮や、大きな会場の手
配など、大きく変わる可能性が考えられます。肝心(!)の懇
親会は会場に隣接する湯処｢まねきの湯｣で予定していま
す。 

◇そもそもこの男フェスの情報を頂いたのは、会津高校OB合
唱団の小沼達也さんからでした。小沼さんは、埼玉の男声
合団メンネルA.E.C.の元メンバーで、現在はお江戸コラリ
アーずで歌っています。 
◇福島で新しい男声合唱フェスティバルがまた一つ生まれま
した。これが定着し、毎年定期的に開催されることをお祈り
いたします。 

 

 
 
 
埼玉県春日部市を拠点に活動している男声あんさんぶる
｢ポパイ｣が、12月9日センテニアルホール(春日部高校)にお
いて第8回演奏会を開きます。本来なら2020年秋の予定
でしたが、コロナ禍で延期となり3年ぶりの開催となりました。 
プログラムは、ブリテン他の｢宗教曲集｣、｢北欧作品集｣、
林光編曲｢日本抒情歌曲集｣、多田武彦男声合唱組曲
｢雨｣という構成です。 
同団は1992年2月、大岩篤郎さんを父、大岩誓子さんを
母として誕生、昨年30周年を迎えています。きょうだい合唱
団に女声アンサンブルOlive

オ リ ー ブ

があり、合せてポパイとオリーブと
なります。レパートリーは広く、Sea Shanty、黒人霊歌、合
唱組曲、民謡、童謡・唱歌などなんでも歌います。また、外
国語にも果敢にトライし迫力のある演奏を得意としています。
埼玉県内5つの男声合唱団で構成する男声合唱プロジェク
トYARO会の有力メンバーとしても欠かせない存在です。 
指揮者の大岩篤郎氏は、埼玉県合唱連盟顧問、春日
部市合唱連盟理事長、東京室内歌劇場会員、藤原歌劇
団団員、日本演奏連盟会員、中国河南省職業技術学院
大学音楽分院名誉教授です。 
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